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１．制度の概要 

旧制度 

ロータリー財団国際親善奨
学金 

・外国での専門分野の勉強、
国際理解・親善を目的。 
 

平和フェローシップ 

・平和および紛争解決分野
のリーダー育成・支援。 
該当分野での実務経験3年
以上必要。 



１．制度の概要 

旧制度 FVP移行後の新制度 

ロータリー財団国際親善奨
学金 

・外国での専門分野の勉強、
国際理解・親善を目的。 

→ 新地区補助金による奨学金 
・後述 
 
（グローバル補助金奨学金） 
・後述 

平和フェローシップ 

・平和および紛争解決分野
のリーダー育成・支援。 
該当分野での実務経験3年
以上必要。 

→ 平和フェローシップ 
・制度変更なし。 



２．スケジュール案 

*以下はひとつのモデルであり、改めて各クラブ
宛にお届けするご案内でご確認ください。 
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オリエンテーション 
（奨学生候補者、 
顧問ロータリアン） 

留学開始 留学終了後 

クラブ・地区
へ帰国報告 

2013年7月 
FVP実施 

2012年 2012年7月～13年6月 



３．新旧の奨学金制度の相違点 
(p.36) 

（旧） 
国際親善奨学金 
 

選考基準 外国での専門的勉強 
国際理解・親善 

期間 1学年度（延長の場合
は届出） 

金額 一律27,000ドル 

顧問ロータリアン
（2660地区） 

有り 

カウンセラー 
（留学先地区） 

有り 



３．新旧の奨学金制度の相違点 
(p.36) 

（旧） 
国際親善奨学金 
 

新地区補助金による 
奨学金 

選考基準 外国での専門的勉強 
国際理解・親善 

期間 1学年度（延長の場合
は届出） 

金額 一律27,000ドル 

顧問ロータリアン
（2660地区） 

有り 

カウンセラー 
（留学先地区） 

有り 無し 
 

地区裁量が大きく 



４．（参考）グローバル補助金での奨学金 
（p.38,p.40） 

 

・将来的に6つの重点分野で活躍できる人材 

・ホストだけでなく、受入地区のスポンサー必要 

・RIへの申請書提出の時点で入学許可取得済 

といった要件があり、地区単位での取組が必要 



５．まとめ 
新地区補助金：クラブとしての取り組み 

教育的分野(奨学金) 

１．旧制度と同様の主旨の奨学生募集 

 

２．現地でのカウンセラー有無等の相違点 

 

（３．グローバル補助金での奨学金） 

 
*募集要項等の詳細は各クラブ宛にお届けするご案内でご確認下さい。 


